
 
インターナショナルスクール・現地校に通学する子どもたちのための 

香港日本人補習授業校 
授業内容概要 

 
 

講座の特徴 
 

１． 日本語イマージョン教育としての４科目構成 

 

 

 

 

 

 

 

 
例えば･･･七夕の頃には 
 

 

 

 

国語 算数 
理科 

社会 

４教科の柱 
日本の教科書（光村）を
使って、「読む」「書く」
「話す」を粘り強く習得
していきます。 

日本の文化を学ぶ 
日本の文化、地理、歴史
を中心に、児童ひとりひ
とりが日本のことを興味
を持って学べる基本を作
っていきます。 
 

知的好奇心を広げ、活躍の
場を与える！ 
算数・自然科学に対する興
味を広げていくことで日本
語学習へのモチベーション
を高めていきます。算数で
は文章題にも取り組むこと
で論理性の高い日本語力習
得を目指します。 

日本語イマージョン教育 
●日本語で考える力を養い、好奇心旺盛な子どもを育てる！ 
●日本語で情報を発信できる力を身につける！ 
●日本の文化を知り、外国人に説明できる力を身につける！ 
●算数や理科・社会の勉強を通じて活きた日本語を学ぶ！ 
 

社会では･･･ 
仙台や平塚の七夕祭や
東北三大祭を調べる。 

国語では･･･ 
七夕の行事と、それに
関する物語を味わう。 

理科では･･･ 
ベガ（織女）やアルタ
イル（牽牛）を学習。 



２． 授業で重視する４つのポイント 
 
(1)  体験する 
体験によって得られた知識は聞いただけの知識よりはるかに定着がよく、いろいろなことに応用するこ
とができます。低学年の学習指導においては、本質的な理解に直結する体験を積んでもらいます。 
 

(2)  作ってみる 
得た知識を使って、自分でものを作ってみる。体験が知識に直結する子どもたちにとってこれ以上いい
学習材料はありません。低学年の学習指導において最も必要なトライアル＆エラー（試行錯誤）を、子
どもたちに体験してもらいます。 
 

(3)  自分で調べる 
ただ知らないことを調べるだけの調べ学習では本当に必要な能力は身に付きません。必要な情報は何な
のかを子供たちが自ら発見し、必要な情報を自ら収集し、まとめる力が子どもたちにとっては必要です。
手取り足取り教えることではなく、自ら進んで調べることを子どもたちに学んでもらいます。 
 

(4)  発表する 
インターナショナルスクールや現地校に通っていると、必然的に日本語を使う機会が減少します。日本
人の母親、または父親や限られた日本人の友人との会話だけでは時と場所、場合にあった話し方は身に
付きません。「日本語で」調べ、考えて、発表することは子どもに緊張感を持たせ、達成感を与える良
い機会となるはずです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

体験する 作って 
みる 

調べる 発表する 



【第１学年 １週の授業内容一例】 
  社会の学習活動  国語の学習活動  算数・理科の学習活動 
家族の過ごし方を知ろう！  はなそう、きこう！  なんじ なんじはん！ 
●自分と家族の一日の過ごし
方を知り、家族がどのような

ことに時間を使っているかを

知る。また、一日の過ごし方

を振り返り，いっしょにでき

ることを考えて，実際に取り

組む。 

 ●経験の中からみんなに話し
たいことを選び、話の順序を

考えながら、丁寧なことばを

使って話すことができる。 

 ●絵を見て，1日の生活と
関連づけながら何時，何時

半の時刻を読む 

 
 
 
【第２学年 １週の授業内容一例】 
  社会の学習活動  国語の学習活動  算数・理科の学習活動 

  
  

  

  

日本の伝統行事を知ろう！ 
日本の３月から４月にかけて
の行事を知る。おひな祭り、
灌仏会、お花見などを知る。 
わかったことを文章にして書
いてみる。 

 

文章から春を感じ取ろう！ 
 

●春に関わる身近なものを表
すことばを探し、春の訪れに
ついて発表しよう。  

日本の四季を知ろう！ 
●日本の、春の植物を知る。 
●春に出てくる生き物を知
る。 
●春の日本の気候につい
て、実際に雲を見て天気が
予想できるようになる。 

 
 
【第３学年 １週の授業内容一例】 
 
  社会の学習活動  国語の学習活動  算数・理科の学習活動 

資料を調べよう！  調べたことを発表しよう！  表を利用しよう！ 

     

●関心のある資料から必要な

ことを調べる 

 ●筋道を立て、丁寧な言葉を

用いた適切な言葉遣いで話す 

 ●クラスメイトの好きなス

ポーツについて表にする  

●調べた内容から要点をまと

める  

 ●言葉の抑揚や強弱、間の取

り方に注意して話す 

 ●「正」の字を使って、工

夫して表をつくる 

    ●棒グラフに表す 

 
 自分で調べる！  自分で調べる！  発表する！  

自分で調べる！  作ってみる！  発表する！  

体験する！ 自分で調べる！ 発表する！ 


